
 
 
◆カリキュラム・マネジメントの視点 

 

 

 

◆ねらい 非常持ち出し袋の必要性を理解し、非常時の備えについて考えることができる。 

◆展 開 

 学習内容 ★発問等 〇教師の支援 ◎指導ポイント ◆評価 

 

導

入 

７ 

分 

 

 

 

 

 

 

展

開 

28 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

10 

分 

１ 心のケアを受ける。（本手引Ｐ２参照） 

２ 最近の災害や避難訓練を思い出す。 

 

３ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

４ 非常持ち出し袋について考える。 

★ 避難することになった時のために、あな 

たは非常持ち出し袋に何を入れておきま

すか。 

★ 全てを持って避難することは難しいの 

で、（ 災害名 ）が起こることを考えて 

あなたが袋に入れる物を６つ選んでくだ

さい。理由も書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

６ 心のケアを受ける。（本手引Ｐ２参照） 

○児童の心身の状態に十分配慮する。 

○写真等の資料を見せ、熊本地震等、最近の災害

について振り返る。  

○災害時に備えた持ち物の工夫や備蓄及び非常

持ち出し品（袋）の準備が重要なことを確認す

る。 

 

 

○児童の自由な意見を引き出す。 

○しばらく考えさせた後、ワークシートで避難時

に持ち出す物の例を紹介する。児童が考えた必

要な物は追加の枠に記入させる。 

○持てる量にする必要があるため、袋に入れる物

を６つ選択させ、その理由も記入させる。 

（災害種類は地域の実態に合わせる。） 

○ペアや班、学級全体で発表させる。 

◎水や携帯食を基本として、メガネや常備薬など

それぞれの状況で持ち出す物が違うこと、ま

た、消費期限のある食べ物など定期的な点検が

必要なことを確認する。 

◆自分にとって必要な物とその理由を考えよう

としている。【関心・意欲・態度】〈観察〉 

◎資料の体験談を読み、備えることが安心につな

がることを再確認する。また、乳幼児や高齢者

がいるなど家族の状況で必要な物が異なるこ

とから、非常持ち出し袋の内容を家族などと確

認することの大切さを伝える。 

〇資料を使い、非常持ち出し袋について家族など

と話し合うようにし、事後指導につなげる。 

○児童の心身の状態に十分配慮する。 

 

【小学校４年～６年】 非常持ち出し袋を作ろう 

学級活動  
「非常持ち出し袋を作ろう」 

学校行事「避難訓練」 短い時間の指導 
での活用 

ひなんするときに何がひつようか考え、ひじょう持ち出しぶくろを作ろう。 

・熊本県 防災ハンドブック（熊本県）  活用資料等 
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ワークシート 

（  ）年（  ）組（  ）号 名前（                ） 

 

 

 

 

○ ひじょう持
も

ち出
だ

しぶくろに入れる
い   

ことが考えられる
かんが      

物
もの

 

□ 水 

□ かんづめ 

□ アメ・チョコレート 

□ お金 

□ ほけんしょうのコピー 

□ かい中でんとう    

□ かん電池 

□ 電池で聞けるラジオ 

□ 着がえ 

□ ヘルメット 

□ 手ぶくろ 

□ 毛ふ 

□ タオル 

□ 歯ブラシ 

□ ライター・マッチ 

□ はさみ 

□ ひも 

□ けいたいトイレ 

□ よく使うくすり 

□ ケガの手あて道具  

□ カッパ・おりたたみかさ 

□（         ） 

□（         ） 

□（         ） 

○ 自分
じぶ ん

が入れて
い   

おきたい物
もの

とその理由
りゆ う

 

①（          ）②（           ）③（          ） 

 

④（          ）⑤（           ）⑥（          ） 

 

（理由） 

 

 

 

 

○ みんなの発表
はっぴょう

を聞いて
き   

気づいた
き    

こと 

 

 

 

 

 

●このシートを持
も

ち帰
かえ

って、ひじょう持
も

ち出
だ

しぶくろに何
なに

を入れる
い   

かを

保護者
ほ ご し ゃ

などと話
はな

し合
あ

いましょう。そうすることでさらに安心
あんしん

につながります。

ぜひやってみましょう。 

【提供：防災ハンドブック（熊本県）】 

めあて 
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ひなんするときに何がひつようか考え、ひじょう持ち出し 

ぶくろを作ろう。 

ワークシート（記入例） 

（  ）年（  ）組（  ）号 名前（                ） 

 

 

 

 

 

○ ひじょう持
も

ち出
だ

しぶくろに入れる
い   

ことが考
かんが

えられる物
もの

 

□ 水 

□ かんづめ 

□ アメ・チョコレート 

□ お金 

□ ほけんしょうのコピー 

□ かい中でんとう    

□ かん電池 

□ 電池で聞けるラジオ 

□ 着がえ 

□ ヘルメット 

□ 手ぶくろ 

□ 毛ふ 

□ タオル 

□ 歯ブラシ 

□ ライター・マッチ 

□ はさみ 

□ ひも 

□ けいたいトイレ 

□ よく使うくすり 

□ ケガの手あて道具  

□ カッパ・おりたたみかさ 

□（ メガネ     ） 

□（ ぬいぐるみ   ） 

□（         ） 

○ 自分
じぶ ん

が入れて
い   

おきたい物
もの

とその理由
りゆ う

 

①（ 水        ）②（ かんづめ      ）③（ ヘルメット    ） 

 

④（ 手ぶくろ     ）⑤（ 電池で聞けるラジオ ）⑥（ タオル      ） 

（理由）水と食べ物は必ずいるとおもったから、水とかんづめをえらびました。 

   ニュースが聞けるようにラジオをえらびました。安全にすごせるよう

にヘルメットと手ぶくろとタオルも入れます。 

○ みんなの発表
はっぴょう

を聞いて
き   

気づいた
き    

こと 

 みんな水と食べ物をえらんでいるところが同じでした。 

 自分は安全のことを考えてヘルメットとかをえらんだけれど、長くひなん

するとしたら、着がえもいれた方がよかったかもしれないと思いました。 

●このシートを持
も

ち帰
かえ

って、ひじょう持
も

ち出
だ

しぶくろに何
なに

を入れる
い   

かを

保護者
ほ ご し ゃ

などと話
はな

し合
あ

いましょう。そうすることでさらに安心
あんしん

つながります。 

ぜひやってみましょう。 

【提供：防災ハンドブック（熊本県）】 

めあて 
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資料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
じ

震
しん

 水
すい

害
がい

 台風
たいふう

 津波
つ な み

 火山
か ざ ん

噴火
ふ ん か

 土砂
ど し ゃ

災害
さいがい

 

いつ起きる
お   

かわからない災害
さい が い

に備えて
そな     

 

家族
か ぞ く

など、一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

しているみんなで何
なに

を入れる
い   

かを考
かんが

えておくことが安心
あんしん

につな

がります。高齢者
こうれいしゃ

や小
ちい

さい子
こ

どもがいる場合
ば あ い

などで中身
な か み

はかわります。 
【提供：地震調査研究室推進本部】 

 

②非
ひ

常
じょう

用
よう

品
ひん

（災 害
さいがい

が起
お

こったときに必 要
ひつよう

な物
もの

）を準備
じゅんび

しよう 

 備蓄品
びちくひん

  

 災害
さいがい

が起こる
お   

と、電気
でんき

やガス、水道
すいどう

がこわ

れてしまい、それらがストップしてしまうこと

があります。そのため、災害
さいがい

があっても数日
すうじつ

（３日間
  かかん

くらい）は自分
じぶん

で過ごせる
す   

ように必
ひつ

要
よう

な物
もの

を備えて
そな    

おくことが大切
たいせつ

です。 

□レトルト食 品
しょくひん

   □飲 料 水
いんりょうすい

  

□カセットコンロ   □ラップ 

□紙
かみ

皿
ざら

・紙
かみ

コップ  □ビニール 袋
ぶくろ

 

□工具
こうぐ

セット □ガムテープ  □簡易
か ん い

トイレ 

非常
ひじょう

持
も

ち出
だ

し品
ひん

 

 災害
さいがい

のため家
いえ

を離
はな

れる時に持
も

ち出
だ

す物
もの

で

す。安全
あんぜん

に早く
はや   

逃げられる
に      

よう、両手
りょうて

が自由
じゆう

に

なるリュックサックなどに持
も

てる量
りょう

を入れて
い    

おきます。（非常
ひじょう

持
も

ち出
だ

し 袋
ぶくろ

） 

 

□お金
かね

   □飲 料 水
いんりょうすい

   □缶詰
かんづめ

や乾
かん

パン 

□かい 中
ちゅう

電灯
でんとう

   □電池
でんち

で聞け
き  

るラジオ 

□ヘルメット   □着替え
き が  

 

□歯
は

ブラシ   □薬
くすり

のメモ   □タオル 

 ①いつもの持
も

ち物
もの

に災害
さいがい

の時
とき

に役立
やく だ

つ物
もの

を加
くわ

えよう 

□自分
じぶん

の住 所
じゅうしょ

などの連絡先
れんらくさき

のメモ  □ハンカチ・ティッシュ・マスク 

□いつも飲
の

む 薬
くすり

のことを書いた
か   

メモ（お 薬
くすり

手帳
てちょう

のコピー） □防犯
ぼうはん

ブザー 

※熊本
くまもと

地震
じしん

のとき避難
ひなん

生活
せいかつ

をした益城町
ましきまち

の小学校
しょうがっこう

の子ども
こ   

たちに聞いて
き   

みました 

・車
くるま

の中
なか

で生活
せいかつ

をしていたので、不便
ふべん

でした。食べ物
 た  もの

と水
みず

は絶対
ぜったい

にいると思
おも

いました。 

・家
いえ

にいつもカップめんを買
か

って置
お

いておくことにしていたので、助
たす

かりました。 

・とにかく情 報
じょうほう

を知
し

りたかったので、ラジオは準備
じゅんび

しておくとよかったと思
おも

いました。 

・夜
よる

が暗くて
くら    

不安
ふあん

でした。かい中
    ちゅう

電灯
でんとう

をつけると安心
あんしん

しました。 

レトルト食 品
しょくひん

や飲 料 水
いんりょうすい

などはいつも多
おお

めに買
か

っておいて、古
ふる

いものから使
つか

って 

いくと、いつも 新
あたら

しい物
もの

を備
そな

えておくことができます。定期的
ていきてき

に確認
かくにん

しましょう。 

【提供：地震調査研究室推進本部】 
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◆カリキュラム・マネジメントの視点 

 
 
 
◆ねらい 防災マップ（ハザードマップ）の意味と使い方を知り、日ごろからの備えを考えることがで

きる。 

◆展 開 

 学習内容 ★発問等 〇教師の支援 ◎指導ポイント ◆評価 

 

 

導

入 

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

25 

分 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

10 

分 

１ 心のケアを受ける。（本手引Ｐ２参照） 

２ これまで学習した川のはたらきや水害に

ついて振り返る。 

★ 災害から町を守る対策にはどんなもの

がありますか。 

 

★ 私たちの住んでいる地域には、どれくら

いの災害の危険性があるか知っています

か。 

 

 

３ 防災マップの意味と使い方を知る。 

 

★ 防災マップを見て、どんなことが分かり 

ますか。 

 

４ 日ごろから、備えておくべきことを考え

る。 

★ 災害に備えて、日ごろからどんなこと 

を備えておけばよいでしょうか。 

 

 

 

５ 学習して分かったことを確認する。 

 

 
６ 心のケアを受ける。（本手引Ｐ２参照） 

○児童の心身の状態に十分配慮する。 

○これまで学習した水害や川の水のはたらきに

ついて振り返る。 

◎河岸工事やダムの写真を見せ、川から水が溢れ

ないように対策しているが、それを超えること

もあることを確認する。 

○自分たちの住んでいる地域の河川の状況で知

っていることを出し合わせたり、過去の災害を

確認したりする。 

 

 

◎災害について調べる方法に「防災マップ」があ

ることを伝え、入手方法も教える。 

◎防災マップには、災害の想定範囲や浸水の深

さ、避難場所等が記載されていることや災害の

大きさにより災害想定範囲が大きくなること

をおさえる。 

○地域の名所やよさなどについても確認する時

間を設ける。 

（①②を見つけ、マーカーで印をつけさせる。） 

◎非常持ち出し品を用意したり、避難場所や避難

経路を確認したりすることの大切さを教える。 

（避難経路をマーカーで塗りながら確認する。） 

◆防災マップについて理解し、日ごろの備えにつ

いて考えようとしている。 

【関心・意欲・態度】〈観察・ワークシート〉 

◎家族等と一緒に避難経路や非常持ち出し袋を

確認させることで事後指導につなげる。 

○「このように備えておくと安心だね。」という

声かけを行う。 

○児童の心身の状態に十分配慮する。 

 

・防災マップ（ハザードマップ）を各市町村ＨＰよりダウンロードﾞ 
・学校防災教育指導の手引Ｐ11～Ｐ15 ・非常持ち出し袋の実物 
・防災ハンドブック（熊本県）P9～、P26～ 

学級活動 
「防災マップを見てみよう」 

社会「水害からくらしを守る」 
理科「流れる水のはたらき」 

自分たちが住んでいる地域の防災マップを見て、自然災害への備えについて考えよう。 

① 「自宅周辺や学校周辺など、地域の洪水

や土砂災害の危険性」 

② 「自宅周辺や通学路周辺の避難場所」 

【小学校４年～６年】 防災マップを見てみよう 

学校行事 
「水防避難訓練」 

 

活用資料等 
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ワークシート 

（ ）年（ ）組（ ）号  名前（           ） 

 

 

① 防災
ぼうさい

マップを見
み

て、気付
き づ

いたことを書
か

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自然
しぜん

災害
さいがい

に備
そな

えて、日
ひ

ごろからどんなことを備
そな

えておけばよいでしょうか。 

 

 

 

 

③ 今日
きょう

の学習
がくしゅう

の感想
かんそう

を書
か

きましょう。 

 

 

 

 

④家族
かぞく

などと避難
ひ な ん

経路
け い ろ

や非常
ひじょう

持
も

ち出
だ

し袋
ぶくろ

などを確認
かくにん

して感想
かんそう

を書
か

きましょう。 

 

 

めあて 

【提供：防災ハンドブック（熊本県）】 

ワークシート（記入例） 

（  ）年（  ）組（  ）号  名前（           ） 

 

 

① 防災
ぼうさい

マップを見
み

て、気付
き づ

いたことを書
か

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自然
しぜん

災害
さいがい

に備
そな

えて、日
ひ

ごろからどんなことを備
そな

えておけばよいでしょうか。 

 

 

 

 

③ 今日
きょう

の学習
がくしゅう

の感想
かんそう

を書
か

きましょう。 

 

 

 

 

④ 家族
かぞく

などと避難
ひ な ん

経路
け い ろ

や非常
ひじょう

持
も

ち出
だ

し袋
ぶくろ

を確認
かくにん

して感想
かんそう

を書
か

きましょう。 

 

 

   自分たちが住んでいる地域の防災マップを見て、自然災害への備えについ

て考えよう。 
めあて 

○川の近くが氾濫して、洪水になるかもしれない。 

○低い土地では浸水するかもしれない。 

○家の近くのがけが崩れるかもしれない。 

○高潮や津波が起こるかもしれない。 

○火山が噴火したら、火山灰の影響を受けやすい。 

○自分の住んでいる地域では、災害が起こるかもしれない場所がたくさんあった。 

○学校が避難場所になっていることが分かった。 

私の家にはまだ小さい赤ちゃんがいるから、非常持ち出 

し袋には紙おむつや粉ミルクを入れました。話し合いの中 

で、避難するときは長靴ではなく、普通の靴の方が歩きや 

すくなると教わりました。みんなで避難場所を確認できて 

よかったです。 

○自分の家から避難場所までの道を確認しておく。 

○非常持ち出し袋を準備し、定期的に中身を点検しておく。 

○保護者等との連絡方法や避難方法を話し合って決めておく。 

○大雨の時は近くの川の水位危険度レベルを確認し、どんな行動をとる必要があるか考え 

ておく。 

〇通学路の途中にがけ崩れが起こるかもしれないところがあったので、いつも気を付けて

おこうと思う。 

〇防災マップに書いてある災害は想定だから、それ以外のことにも注意しておこうと思っ

た。 

 

【提供：防災ハンドブック（熊本県）】 
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ワークシート（記入例） 

（  ）年（  ）組（  ）号  名前（           ） 

 

 

① 防災
ぼうさい

マップを見
み

て、気付
き づ

いたことを書
か

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自然
しぜん

災害
さいがい

に備
そな

えて、日
ひ

ごろからどんなことを備
そな

えておけばよいでしょうか。 

 

 

 

 

③ 今日
きょう

の学習
がくしゅう

の感想
かんそう

を書
か

きましょう。 

 

 

 

 

④ 家族
かぞく

などと避難
ひ な ん

経路
け い ろ

や非常
ひじょう

持
も

ち出
だ

し袋
ぶくろ

を確認
かくにん

して感想
かんそう

を書
か

きましょう。 

 

 

   自分たちが住んでいる地域の防災マップを見て、自然災害への備えについ

て考えよう。 
めあて 

○川の近くが氾濫して、洪水になるかもしれない。 

○低い土地では浸水するかもしれない。 

○家の近くのがけが崩れるかもしれない。 

○高潮や津波が起こるかもしれない。 

○火山が噴火したら、火山灰の影響を受けやすい。 

○自分の住んでいる地域では、災害が起こるかもしれない場所がたくさんあった。 

○学校が避難場所になっていることが分かった。 

私の家にはまだ小さい赤ちゃんがいるから、非常持ち出 

し袋には紙おむつや粉ミルクを入れました。話し合いの中 

で、避難するときは長靴ではなく、普通の靴の方が歩きや 

すくなると教わりました。みんなで避難場所を確認できて 

よかったです。 

○自分の家から避難場所までの道を確認しておく。 

○非常持ち出し袋を準備し、定期的に中身を点検しておく。 

○保護者等との連絡方法や避難方法を話し合って決めておく。 

○大雨の時は近くの川の水位危険度レベルを確認し、どんな行動をとる必要があるか考え 

ておく。 

〇通学路の途中にがけ崩れが起こるかもしれないところがあったので、いつも気を付けて

おこうと思う。 

〇防災マップに書いてある災害は想定だから、それ以外のことにも注意しておこうと思っ

た。 

 

【提供：防災ハンドブック（熊本県）】 
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◆カリキュラム・マネジメントの視点 

 

 

◆ねらい 災害発生時の危険を想定し、事前の防災対策について考えることができる。 

◆展 開 

 学習内容 ★発問等 〇教師の支援 ◎指導ポイント ◆評価 

 

導

入

10 

分 

 

 

 

展

開 

25 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

10 

分   

１ 心のケアを受ける。（本手引Ｐ２参照） 

 

２ 自然災害について考える。 

★ みなさんの家の近くではどのような災 

害が起きる可能性がありますか。 

 

 

 

３ 自然災害への備えについて考える。 

（１）台風及び土砂災害の備えについて知る。 

 

（２）地震発生時の危険について考える。 

 ★  地震が起こった時、家の中では、どん

な危険があるか考えよう。 

 

（３）自分や家族等でできる地震対策につい 

て考える。 

★  我が家でできる地震対策にはどんなも

のがあるか考えよう。 

①一人学び 

②グループ学習 

③全体発表 

 

 

 

４ 災害に備えた対策についてまとめる。 

★ 家族等で必要な備蓄品や集合場所を  

話し合ってきましょう。 

 

５ 心のケアを受ける。（本手引Ｐ２参照） 

〇児童の心身の状態に十分配慮する。 

 

〇自宅周辺で起こりそうな災害についてワーク 

シートを参考に考えさせる。 

〇自然環境に関係なく、地震や雷、台風等の危険 

があることにも気付かせる。 

 

 

〇ワークシートを活用し、台風及び土砂災害の備

えについて知るとともに、地震災害対策を考え

るためのイメージを持たせる。 

◎自宅にいる時間が１日のうちで最も長いため、

地震に遭う可能性が一番高い場所であること

を理解させる。 

◎自然災害の被害は、備えておくことで防ぐこと

ができることが多いことに気付かせる。 

【危険に備える】 

 ・家具や家電にストッパーを付けたり、倒れて

も影響がない場所に移動させる。 

【備蓄をする】 

 ・災害発生後３日間分の備えが必要である。 

 ・自分用の非常持ち出し袋を用意しておき、す

ぐに持ち出せるところに置いておく。 

【事前に話し合う】 

 ・自然災害に応じた避難場所を決めておく。 

 ・避難経路上の危険箇所についても話し合って 

おく。 

◆災害発生時の危険を想定した備えを行おうと

している。 

【関心・意欲・態度】〈観察 ワークシート〉 

〇災害への備えの重要性について、まとめるとと 

もに、保護者等と話し合わせることで事後指導

につなげる。 

〇児童の心身の状態に十分配慮する。 

 

 

【小学校４年～６年】 我が家の防災対策をしよう 

 学校行事「避難訓練」 道徳「生命尊重」 

我が家の防災対策について考えよう。 

・「みんなで防災！ガイドブック」（熊本県危機管理防災課 H24） 

・保存版「防災ハンドブック」（熊本県危機管理防災課 H28） 
活用資料等 
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ワークシート 

（  ）年（  ）組（  ）号  名前（          ） 

 

 

①あなたの家
いえ

はどんな場所
ばし ょ

にありますか。 

 

  

  
山・がけのそば     海のそば      川のそば      火山のそば  その他

た

（    ） 

②台風
たいふう

や土砂
どし ゃ

災害
さいがい

の備
そな

えについて知
し

ろう。 

【台風
たいふう

】 

 

【土砂
どし ゃ

災害
さいがい

】 

 

 

 

 

③地震
じし ん

について考
かんが

えよう。 

どんな危険
きけ ん

がありますか 対策
たいさく

を考
かんが

えよう 

 

 

 

 

めあて 

・窓
まど

のそばからなるべくはなれる。特
とく

に寝
ね

るときは注意
ちゅうい

する。 

・窓
まど

ガラスに飛散
ひ さ ん

防止
ぼ う し

のフィルムをはる。 

・雨戸
あ ま ど

やシャッターがある場合
ば あ い

は閉
し

める。 

・物
もの

が飛
と

んでいかないよう家
いえ

のまわりを普段
ふ だ ん

から片付
かたづ

けておく。 

・日
ひ

ごろから、がけから離
はな

れた部屋
へ や

や２階
かい

で

過
す

ごす。 

・危険
き け ん

を感
かん

じたら避難
ひ な ん

する。外
そと

に出
で

て避難
ひ な ん

で

きない時
とき

は、自宅内
じたくない

の山側
やまがわ

（斜面
しゃめん

）の反対側
はんたいがわ

または２階
かい

へ避難
ひ な ん

する。 
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④必要
ひつよう

と思
おも

う備蓄品
びちくひん

をチェックして、家族
かぞ く

などと確認
かくにん

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（きりとって ランドセルなどに入れて もっておきましょう） 

⑤家族
かぞく

などと相談
そうだん

して、集 合
しゅうごう

場所
ばしょ

を決めて書
か

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

●災害
さいがい

の種類
しゅるい

によって避難
ひな ん

する経路
けい ろ

も相談
そうだん

しておきましょう。 

 

 

 

 

 

●避難
ひな ん

する経路
けい ろ

に危険
きけ ん

な所
ところ

はないか家族
かぞ く

などで相談
そうだん

しましょう。 

【地震
じ し ん

の時
とき

】 

 

【風水害
ふうすいがい

の時
とき

】 

 

【その他
た

の災害
さいがい

の時
とき

】 

□飲料水
いんりょうすい

 

□カップみそ汁
しる

 

□レトルト食品
しょくひん

 

（ごはん・おかゆ等
など

） 

□インスタントラーメン 

 

□給水用
きゅうすいよう

ポリタンク 

□カセットコンロ 

□ティッシュペーパー 

□ラップフィルム 

□紙
かみ

皿
ざら

・紙
かみ

コップ 

□携帯用
けいたいよう

カイロ 

□簡易
かんい

トイレ 

□ビニール袋
ぶくろ

 

□水
みず

不要
ふよ う

のシャンプー 

□生理
せいり

用品
ようひん

 

□工具
こうぐ

セット 

□ほうき・ちりとり 

□わりばし 

□ロープ 

□長靴
ながぐつ

 

□雨具
あまぐ

 

食料 

品 

生活 

用品 

 ※自分
じぶ ん

で考
かんが

えてみよう 

□（        ） 

□（        ） 

□（        ） 

 

【イラスト：防災ハンドブック（熊本県）より】 
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ワークシート（記入例） 

（  ）年（  ）組（  ）号  名前（          ） 
 

        我が家の防災対策について考えよう。 

①あなたの家
いえ

はどんな場所
ば し ょ

にありますか。 

 

  

  
山・がけのそば     海のそば      川のそば      火山のそば その他

た

（   ） 

②台風
たいふう

や土砂
どし ゃ

災害
さいがい

の備
そな

えについて知
し

ろう 

【台風
たいふう

】 

 

【土砂
どし ゃ

災害
さいがい

】 

 

 

 

 

③地震
じし ん

について考えよう 

どんな危険
きけ ん

がありますか 対策
たいさく

を考
かんが

えよう 

・ガラスが割れる。 

・割れたガラスを踏んでけがをする。 

・家具が倒れてきたり、移動してきたりす 

る。 

・家のドアが開かなくなって閉じこめられ

る。 

・停電する。 

・ガラスには飛散防止フィルムをはる。 
・常にスリッパや靴を室内に準備しておく。 

・家具が倒れてこないように固定しておく。 

・寝室には大きな家具をおかないようにし 

ておく。 

・家具などで出口をふさがないように家具 

向きや配置を工夫しておく。 

・懐中電灯などを準備しておく。 

                 

めあて 

・窓
まど

のそばからなるべくはなれる。特
とく

に寝
ね

るときは注意
ちゅうい

する。 

・窓
まど

ガラスに飛散
ひ さ ん

防止
ぼ う し

のフィルムをはる。 

・雨戸
あ ま ど

やシャッターがある場合
ば あ い

は閉
し

める。 

・物
もの

が飛
と

んでいかないよう家
いえ

のまわりを普段
ふ だ ん

から片付
かたづ

けておく。 

・日
ひ

ごろから、がけから離
はな

れた部屋
へ や

や２階
かい

で

過
す

ごす。 

・危険
き け ん

を感
かん

じたら避難
ひ な ん

する。外
そと

に出
で

て避難
ひ な ん

で

きない時
とき

は、自宅内
じたくない

の山側
やまがわ

（斜面
しゃめん

）の反対側
はんたいがわ

または２階
かい

へ避難
ひ な ん

する。 
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④必要
ひつよう

と思
おも

う備蓄品
びちくひん

をチェックして、家族
かぞ く

などと確認
かくにん

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（きりとって ランドセルなどに入れて もっておきましょう） 

⑤家族
かぞく

などと相談
そうだん

して、集 合
しゅうごう

場所
ばしょ

を決めて書
か

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

●災害
さいがい

の種類
しゅるい

によって避難
ひな ん

する経路
けい ろ

も相談
そうだん

しておきましょう。 

・地震の後は余震に備えて、ブロック塀のない〇〇道路を通って避難するようにする。 

・地震の後は津波が来るかもしれないから、○○山方面に向かって避難するようにする。 

・大雨の時（川が増水したとき）は、○○川が氾濫するかもしれないから、○○方面の

道路を通るようにする。                                                  

                                      等 

 

●避難
ひな ん

する経路
けい ろ

に危険
きけ ん

な所
ところ

はないか家族
かぞ く

などで相談
そうだん

しましょう。 

・●●には崖崩れの可能性がある斜面がある。 

・〇〇には、用水路が多いから危険。 

・◆◆は川の近くで危ない。 

・□□は崩れてきそうなブロック塀や建物がある。                               

                                      等 

【地震
じ し ん

の時
とき

】 

 ・近くの小学校の体育館 

【風水害
ふうすいがい

の時
とき

】 

・高台にある公民館 

【その他
た

の災害
さいがい

の時
とき

】 

 ・津波等が考えられる。 

□飲料水
いんりょうすい

 

□カップみそ汁
しる

 

□レトルト食品
しょくひん

 

（ごはん・おかゆ等
など

） 

□インスタントラーメン 

 

□給水用
きゅうすいよう

ポリタンク 

□カセットコンロ 

□ティッシュペーパー 

□ラップフィルム 

□紙
かみ

皿
ざら

・紙
かみ

コップ 

□携帯用
けいたいよう

カイロ 

□簡易
かんい

トイレ 

□ビニール袋
ぶくろ

 

□水
みず

不要
ふよ う

のシャンプー 

□生理
せいり

用品
ようひん

 

□工具
こうぐ

セット 

□ほうき・ちりとり 

□わりばし 

□ロープ 

□長靴
ながぐつ

 

□雨具
あまぐ

 

食料 

品 

生活 

用品 

 ※自分
じぶ ん

で考
かんが

えてみよう 

□（        ） 

□（        ） 

□（        ） 

 

【イラスト：防災ハンドブック（熊本県）より】 
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